
●令和7年度当初の値 ●令和7年度のケアプラン総数

8 高齢化率

36 29.3
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回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

10 655 5 320 1 14

7 442 0 0

2 28 360 2 36 6 81

5 10 5

2 10 1

延べ
３

4 3 1

1 2 1 10 1 19

把
握
事

業 30 56 58 15

継続し実施していく。 引き続きお願いします。

6 60 17 221 6 60 1 10

19 338 0 0

0 0

14 123 5 50 3 32

3 15 8 89 4 44 3 32

0 0 1 10 1 19

0 0 0 0

17 163 18 168 18 154

1 5 3 23 1 5 0 0

10 0 10 2

2 1 2 1

1 5 12 128 6 64 5 53

1 15 1 10 0 3

0 0 0 0

3 246 1 5 5 6

3 246 0 0

10 145 5 72 3 14

3 50 0 0

10 136 5 68 1 8

1 110 0 0

1 5 7 40 3 20 3 14

1 1 0 0

3 58 1 10 0 0

0 0 0 0

0 0 1 10 1 4

0 0 0 0

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

1 1 0 0

地
域

ケ
ア
会
議

個別地域ケア会議　延べ件数
（実件数）

約2年前から検討していた防災訓練
について、小路町で机上訓練の実施
が決まり、地域の福祉事業所やケア
マネジャーと連携し、実効性のある
訓練を目指す。訓練を通じて事業所
と地域との距離を縮めることを目指
す。
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援
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圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

元気はつらつ利用者数（委託）

オムロンシステムには数件の入力という
状況であるため、アセスメントの質向上
のためにさらなる活用をしていただきた
い。
地域ケア会議で課題として挙がっている
ペット問題に対して研修会の開催等、地
域包括支援センターとして取り組めるよ
うにアプローチしており、評価できる。

かねてより準備していただいていた防災
訓練について、地域の事業所等と連携し
ながら実施していただいた。訓練の実施
をとおして、事業所等が地域との連携を
図りやすくなると思います。

通いの場への専門職（リハ職
等）派遣（派遣回数と通いの場
の人数）

ボランティア等養成及び活動支
援

うち、他圏域との合同開催数

介護予防教室

関係機関が開催する介護予防をテー
マにした教室等を地域住民に広く周
知し、正しい介護予防の知識の普及
啓発に協力する。年間の開催回数は
減少するが、その分内容を精査し、
質の高い実施を目指し、限られた機
会を有効に活用する。

出前講座を含めた普及啓発

うち、他圏域との合同開催数

通いの場のへの支援

一体型の教室を通いの場で周知したり、
チラシ配布をしていただき周知に努めて
いただき、また、これまでの内容と重複
しないよう内容の調整をしていただきま
した。今後、開催回数の増加も視野に入
れつつ、引き続きお願いします。

今年は、関係機関が開催する一体
型の教室を地域の通いの場で周知
し、チラシ配布とアンケートを実
施しました。これまでの教室と一
体型が重複しないよう内容を調整
し、高齢者の介護予防に特化した
内容を目指しています。開催回数
は減少傾向ですが、今後は増加を
図っていきたいと考えています。

基本チェックリスト実施件数

地域ケア会議で４年前に防災課題
を抽出し、今年度やっと西小路で
机上訓練を実施。11月には避難訓
練を予定。高齢者の不安に寄り添
い、他地域への展開を視野に広報
協力を考えている。

事例検討会・研修会
（法定外研修含む）

ネットワーク会議（圏域地域ケ
ア会議以外の医療・関係機関等
との意見交換の場など））

元気はつらつ利用者数（直持
ち）

2

10

10

昨年声かけを行った場所以外の地域
や団体を重点的に訪問し、新たな通
いの場への参加を積極的に呼びか
け、地域への広がりを図る。

高齢者数／人口

4991人/17018人

／

10

自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標

引き続き教室や訪問時に実施をす
る。

介護支援専門員が円滑に業務を行え
るよう、支援困難事例への助言や自
立支援・重度化防止につながるケア
マネジメントの支援を行います。ま
た、介護支援専門員の資質向上のた
め、事例検討会や研修を実施し、専
門員同士のネットワーク構築を目指
して場を設定します。元気はつらつ
教室ではオムロン等のシステムを活
用し、アセスメントの質向上を図
る。

当該年度実績

令和8年3月

96.1%

家族がすぐに活用できるような内容とし
て、おむつ交換や体位交換、産業ＣＭを
講師に招いた介護離職の防止等、家族の
負担軽減方法を学ぶ場を提供していただ
きました。参加者の固定が目立つという
ことですので、今後広く周知し、より多
くの方に参加いただければと思います。

介護予防教室の開催にあたり、講
座も実施しております。運動に飽
きたとの声がある会場には１００
歳体操とは別のDVDを配布するな
ど多様な後方支援を行い、生活支
援コーディネーターと共に自治会
長への訪問も進めています。

本年6～7月頃に向島自治会長へ挨
拶に伺い、これまでご案内してい
た百歳体操などの通いの場を実施
できないか提案いたしました。そ
の結果、秋口頃から検討を進めて
いきたいとのお話をいただいてお
ります。

周知活動をしても認知症カフェが
できないため法人に協力してもら
いロールモデルとして、認知症カ
フェを展開し、認知症の方の参加
も徐々に増えてきています。活動
の場は皆さん楽しみにしておりま
す。今後も初期集中支援などの提
案を継続し、ケースごとに検討を
進めていきます。

家族が直面する課題に焦点を当
て、おむつ交換や体位交換などの
負担軽減方法を学ぶ場を提供して
います。講義だけでなく福祉用具
の体験やシチュエーション学習を
通じて理解を深め、対象者のQOL
向上を目指します。参加者の固定
が目立つため、市役所窓口や広報
を活用し周知に力を入れていきま
す。

通いの場が少ない地域を中心に立ち
上げや継続支援を行い、生活支援
コーディネーターと連携してリー
ダーに助言します。高齢者保険事業
と介護予防の調整を図り、体力測定
など開催回数は減少しますが、継続
的にサポートを実施します。
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1

うち、他圏域等との合同開催数

うち、他圏域等との合同開催数

1 5

認知症サポーターステップアッ
プ講座

うち、他圏域等との合同開催数

ボランティア等養成及び活動支
援

うち、他圏域との合同開催数

1

講座を開催したり、体操のＤＶＤを作成
されたりと、創意工夫を凝らし様々な手
段で支援を行っていただいた。また、自
治会長への訪問等、地域との連携にもサ
ポートいただきました。

自治会長への訪問・挨拶を通して、新た
な通いの場への参の促進にご尽力いただ
きました。引き続き調整よろしくお願い
いたします。

認知症ケアパスの配布や認知症に関
する教室等を通じて、認知症の正し
い理解を促進するための普及啓発活
動を継続して実施する。引き続き
チームオレンジまたはオレンジチー
ムの活動を広げ、地域全体で認知症
への理解を深め、支援ネットワーク
の強化を目指す。
圏域内で新たに認知症カフェが立ち
上がるように、法人が実施している
認知症カフェがロールモデルの役割
が果たせるように支援をしている。

ロールモデルとして、認知症カフェを展
開していただき、認知症の方の参加も
徐々に増え、皆さん楽しみにされててい
るとのことで、効果が感じられていま
す。また、法人の保育園児も認知症カ
フェに来てくれており、多世代の交流の
場にもなっている。初期集中支援などの
提案を今後も継続しつつ、ケースごとの
検討を進めていただければと思います。

認知症初期集中支援チーム発動
件数

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応
した件数（計画の記載は不要）

2 10

介護者家族交流会(立上及び開催
支援）

介護者家族健康相談

介
護
予
防
拠
点
の

開
発

地域包括支援センターが関わり
のある通いの場の数と参加者数

年度内に立ち上げた通いの場数
と参加者数

認知症初期集中支援チーム
対象者把握票実施件数

認知症カフェ（立上及び開催支
援）

1

認
知
症
総
合
支
援
事
業

家族が直面する課題に焦点を当て、
学びの場を提供します。おむつ交換
や体位交換などの負担軽減方法を学
び、さらに、健康相談や交流会、情
報提供を通じて家族介護者のQOL
向上についてを目指します。

任
意
事
業

出前講座等を含めた普及啓発
（家族介護教室）

認知症見守り教室

出前講座等を含めた普及啓発
（認知症見守り教室）

1 5

認知症サポーター養成講座(ジュ
ニア)

家族介護教室

認知症サポーター養成講座(一
般)

上半期の活動内容のまとめと課題
(4月～8月分）

自立支援・重度化防止に向けたケ
アマネジメント支援として研修を
検討中だが、現時点では実施に
至っていない。K3会議を通じて圏
域ごとの研修内容を協議中。オム
ロンシステムは8月導入済だが、
包括支援センターでの入力件数は
まだ数件程度であり、今後の活用
促進が課題である。

上半期実績(4月～8月分）
上半期実績に対する市の講評

門真市第 1 地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和7年度版）                 

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 直持ちプラン件数 委託プラン件数ケアプラン作成数 委託率（％）

事業 事業の内容
門真市目標値 前年度実績 活動計画

主任介護支援専門員の人数 令和7年3月 8 195203

介護支援専門員の数

資料１－①



●令和7年度当初の値 ●令和7年度のケアプラン総数

11 高齢化率

14 26.7

14

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

6 147 4 80 1 22

0 0 1 22

2 4 55 4 40 7 160

0 5 2

0 5 0

延べ
３

6 3 4

1 1 1 10 0 0

把
握
事
業

30 48 40 14

初回訪問時やイベントの際に実
施。状態をみて、予防教室等の情
報提供を実施。課題は特になし。

今後もチェックリスト等の実施をお願い
し、認知症初期状況も一緒に見て頂けた
らと思います。

6 60 29 492 14 246 12 232

6 73 6 101

3 31 1 18

4 88 2 44 5 5

3 15 3 50 3 15 0 0

0 0 1 10 0 0

0 0 0 0

6 109 7 114 5 102

1 5 1 25 1 5 0 0

10 0 10 4

2 0 2 0

1 5 0 0 1 5 0 0

1 7 1 10 0 0

1 7 0 0

0 0 1 5 3 97

0 0 0 0

3 20 2 15 2 18

0 0 0 0

1 6 2 10 0 0

2 132 0 0

1 5 0 0 1 5 0 0

0 0

3 21 1 10 0 0

1 7 0 0

0 0 1 10 1 60

0 0 0 0

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

0 0 1 1

門真市第  2地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和7年度版）                 

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 ケアプラン作成数 直持ちプラン件数 委託プラン件数 委託率（％） 高齢者数／人口

6051人／22617人

介護支援専門員の数 令和8年3月 ／

主任介護支援専門員の人数 令和7年3月 209 17 192 91.9%
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域
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ア
会
議

個別地域ケア会議　延べ件数
（実件数）
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業
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事例検討会・研修会
（法定外研修含む）

2

元気はつらつについては、何度も利
用者の方やリハ職同行訪問のPTの
方の意見も聞きながら検討し、実施
に向けて動くが事業所に連絡すると
2か月待ちになることが何度かあ
り、通所リハに切り替えた経験が
あった。事例検討や研修会は順調に
行われていると思うので、このまま
実施に向けて努めていく。

上半期は、圏域居宅事業所に対し
て、研修会を5月に1回実施。
事例検討会・研修会は下半期3回
（11月2件、３月1件法定外研修
及び事例検討会・研修会）を開催
予定。
課題として、元気はつらつ利用者
（委託）数があげられる。委託で
繋がりかけたケースもあったが、
提供事業所の送迎範囲外であった
ため利用ができなかった。

事例検討会や研修会は定期実施をしてお
られ計画的に実施しておられる。上半期
には栄養士による研修会、下半期にはＳ
Ｔよる研修会等、今後の予定も立てられ
ておりケアマネジャーへの支援も計画さ
れていることが評価できます。
　課題としておられる元気はつらつ利用
者の数についても、訪問Cを利用して人
数の確保を検討しておられるため、期待
をしています。

個別地域ケア会議においては、都度
上がってきた案件に素早く対応して
いく。圏域ケア会議は初めて担当圏
域の医師に参加してもらうことがで
きたので今後も参加をお願いしてい
きたいと思う。

圏域ケア会議は下半期10～11月
に開催予定。課題は特になし。

地域課題の抽出を行い、継続して第二圏
域での課題共有や解決に向けて、今後も
取り組みをしていただくようお願いした
い。

圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

ネットワーク会議（圏域地域ケ
ア会議以外の医療・関係機関等
との意見交換の場など））

元気はつらつ利用者数（直持
ち）
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元気はつらつ利用者数（委託）

当該年度実績 自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標
上半期の活動内容のまとめと課題

(4月～8月分）
上半期実績に対する市の講評事業 事業の内容

門真市目標値 前年度実績 活動計画 上半期実績(4月～8月分）

長く続いていた1つの教室が参加者
が減ってしまい、通いの場でなく自
由に集まれる時にと形を変えていく
ことになった。
段々と主になって動いてくれる人が
減ってきてしまうのではないかと危
惧される状態である。
何とかこれ以上減ることのないよう
にアンテナを張っていきたい。

介護予防教室に力が入っていることが伺
われ、１回の教室で20～30名が参加さ
れている。
今後は音楽療法教室も増えるという事な
ので、さらに参加されることを期待して
います。出前講座を含めた普及啓発

うち、他圏域との合同開催数

基本チェックリスト実施件数

基本チェックリストは予防教室やイ
ベントの機会に実施し、その後の
フォローをキチンと行っていく。

介
護
予
防

普
及
啓
発
事
業

介護予防教室

予防教室は順調に行われており、次
年度は偶数月に音楽療法教室が増え
てくることになっている。
さらに活動につなげていくように努
めていく。

予防教室は順調に行われている。
下半期も継続。課題は特になし。

いき百代表に対して補助金の情報
提供。令和8年1～3月中に「通い
の場への専門職派遣依頼あり（ほ
がらか）。課題は「ボランティア
等養成及び活動支援」担い手がい
ない。

様々な場面において、ボランティアをす
ること自体が自身の介護予防につながる
こと等を周知・啓発しているが、ボラン
ティアの担い手がいない状況であり、市
としても課題だと思います。
現状ある通いの場を継続していけるよう
に今後も支援をお願いします。

年度内に立ち上げた通いの場数
と参加者数

通いの場への専門職（リハ職
等）派遣（派遣回数と通いの場
の人数）

ボランティア等養成及び活動支
援

1 10

うち、他圏域との合同開催数

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業

通いの場のへの支援

認
知
症
総
合
支
援
事
業

認知症初期集中支援チーム
対象者把握票実施件数

次年度は自治会長に連絡を取り、地
域の方との連携や交流を図ることに
より、様々な活動に繋げていけるよ
う努めていきたい。
できれば、カフェも行いたいと思っ
ている。地域の方との接点も大切に
しながら進めていく。

8/1日に医療職が入職。
認知症初期集中支援チーム対象者
把握票実施件数4件。
予防教室出前講座や生き百など
で、自治会、民生委員、地域の方
に認知症カフェ立上等の提案を
行っているが、開催には繋がら
ず。現状、担い手がいない。
11/21日に門真第3地域包括と共
に認知症ステップアップ講座を開
催予定。

民生委員の改選が１１月頃に予定されて
いるため、その際に新たな民生委員から
新たな関係を築き、支援に参加してもら
える参加者を探していただけたらと思い
ます。また、圏域内での活動スポットも
確保して、認カフェや講座が利用できる
箇所として、日頃より運営推進会議等で
顔の見える関係であるＧＨ等に声掛けを
いただき、協力いただけるように勧めて
いただければと思います。

認知症初期集中支援チーム発動
件数

介
護
予
防
拠
点
の

開
発

地域包括支援センターが関わり
のある通いの場の数と参加者数

通いの場がない地域での立ち上げに
向けて支援員の方と協力をしながら
行っていきたい。

速見小学校区の寿町周辺にいき百がな
い。自治会等への声掛け行うも現状、担
い手がいない。通いの場がない地域での
立ち上げに向けてＳＣの方と協力をしな
がら行っている。

ＳＣ含め民生委員にも協力を得て、地域
への声かけの方法など検討をお願いしま
す。また、イズミヤで通いの場や介護予
防教室を開催しているが、イズミヤ閉店
に伴い開催場所の確保等も今後検討が必
要と思われます。

ボランティア等養成及び活動支
援

1 5

うち、他圏域との合同開催数

認知症カフェ（立上及び開催支
援）

認知症サポーターステップアッ
プ講座

1 10

うち、他圏域等との合同開催数

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応
した件数（計画の記載は不要）

任
意
事
業

家族介護教室

1 5

認知症サポーター養成講座や認知症
ステップアップ講座は行えている
が、認知症ステップアップ講座ジュ
ニアは、どこの包括でも今のところ
は実施は困難である。
何とか行うことができるよう話し
合っていきたい。
また、家族介護教室も回数を増やし
ていきたいと考えている。

上半期は高齢福祉課の協力もあ
り、門真小学校にて認知症ジュニ
アサポーター養成講座を開催でき
た。他、10月に認知症見守り講座
開催予定。10月31日に認知症サ
ポーター養成講座開催予定。
介護者家族交流会に関して、今
後、他包括の活動内容の助言を頂
きながら実施に繋げていきたい。

ジュニアサポーターの実施ありがとうご
ざいました。
家族介護者交流会は家族介護教室からの
流れで対象者を見つけて頂いたり、認知
症サポーター養成も講座などに参加して
貰えた人を講座終了後に茶話会的な感覚
から実施に繋げて頂ければと思っており
ます。

出前講座等を含めた普及啓発
（家族介護教室）

認知症見守り教室

2 10

うち、他圏域等との合同開催数

認知症サポーター養成講座(ジュ
ニア)

1 10

うち、他圏域等との合同開催数

出前講座等を含めた普及啓発
（認知症見守り教室）

介護者家族交流会(立上及び開催
支援）

介護者家族健康相談

認知症サポーター養成講座(一
般)

資料１－②



●令和7年度当初の値 ●令和7年度のケアプラン総数

10 高齢化率

20 30.8

15

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

4 182 2 80 1 21

0 0 0 0

2 4 58 2 30 3 38

2 2 0

6 5 1

延べ
３

述べ6（実６） 延べ３ 0

1 1 36 1 30 0 0

把
握
事
業

30 56 30 13

基本チェックリストを実施することに
より、自身の状態把握のツールとし
て、理解を深めていただけた。

例年通り活用いただいていると
思います。

6 60 14 279 6 60 7 197

3 90 5 111

－ － 0 0

59 222 36 129 10 87

3 15 2 23 3 25 1 14

11 180 10 150 6 79

0 0 0 0

18 258 19 266 17 197

1 5 0 0 1 8 0 0

10 － － － 8 3

2 0 0 1 0

1 5 12 34 12 30 4 9

1 7 1 7 0 0

1 7 0 0

12 25 12 25 5 94

0 0 0 0

1 17 1 15 1 12

0 0 0 0

1 15 1 15 0 0

1 110 0 0

1 5 10 76 10 60 5 36

0 0 0 0

1 7 1 7 0 0

1 7 0 0

0 0 1 10 0 0

0 0 0 0

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

0 0 0 0

門真市第3地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和7年度版）                 

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 ケアプラン作成数 直持ちプラン件数 委託プラン件数 委託率（％） 高齢者数／人口

6560人／21286人

介護支援専門員の数 令和8年3月 ／

主任介護支援専門員の人数 令和7年3月 237 13 224 94.5%

地
域

ケ
ア
会
議

個別地域ケア会議　延べ件数
（実件数）

包
括
的
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

事例検討会・研修会
（法定外研修含む）

2

リハビリ専門職による指導が受けら
れ、運動だけではなく元気な体を作
るための栄養の摂り方や、口腔ケア
についても学べる。元気はつらつ教
室の意義である、身体機能の維持向
上が期待できることを、より丁寧に
分かりやすく情報提供していきた
い。

元気はつらつ教室の概要とリハビリ専
門職の役割、セラピストの自立支援に
向けた3つの思考過程（医学的リス
ク・本質的課題の抽出と課題の所在・
改善の可能性）について事例検討会を
開催した。その人の力を引き出し、取
り戻すことが支援のゴールであるとい
う考え方を習得した。また、下半期に
はネットワーク会議を予定している。

事例検討会・研修会は毎回内容
を工夫して実施されていると思
います。
元気はつらつ教室のケースには
直持ケースが現在0件ではありま
すが、今後チャンスがあればご
担当いただければと思います。

昨年度に引き続き、地域ケア会議を
開き課題を抽出し、各関係機関（地
域住民・金融機関・商店・医療機関
など）と共に取り組んでいく。

地域ケア会議の開催にあたり、制約が
多く課題に対して問題解決に至らない
といった声を耳にした。開催すること
が目的ではなく、個人情報の取扱いな
どに配慮しながら明確な目的を示した
上での運営を心がげたい。

全員の意見をまとめて、少しで
も課題解決に近づけるのは難し
いことだと思います。
全ての問題解決に至らないです
が、問題意識の醸成なども含め
て実施いただければと思いま
す。

圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

ネットワーク会議（圏域地域ケ
ア会議以外の医療・関係機関等
との意見交換の場など））

元気はつらつ利用者数（直持
ち）

10

元気はつらつ利用者数（委託）

当該年度実績 自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標
上半期の活動内容のまとめと課題

(4月～8月分）
上半期実績に対する市の講評事業 事業の内容

門真市目標値 前年度実績 活動計画 上半期実績(4月～8月分）

通いの場の内容に関しては、新たな
チャレンジができればと考えている
が、集中して何かひとつのものを作
り上げるをコンセプトに多様性を高
め、これからも２層のコーディネー
ターや自治会などと協力しながら、
ボランティア等養成及び活動支援を
継続したい。

還付金詐欺が多いこと等に考慮
して、詐欺対策の講座を企画さ
れるなど、健康以外の面でも内
容を検討して開催いただいてい
る。

出前講座を含めた普及啓発

うち、他圏域との合同開催数

基本チェックリスト実施件数

基本チェックリストについては、こ
れからも必要な方が、適切な支援に
繋がらないという状況を回避するた
めに活用したい。

介
護
予
防

普
及
啓
発
事
業

介護予防教室

介護予防教室では、医療面を含め
て、各関係機関と連携し、幅広い
テーマを取り上げる。地域住民が自
立した日常生活が送れるよう生活の
質を高め、住み慣れた地域での社会
参加を促したいと考える。

運動効果を最大化する方法は継続すること
で、習慣に至るまでの期間は通常2ヵ月は
必要である。具体的な目標を持ちできるこ
とから取り組んで評価することがポイント
で、毎食後の歯磨きのようになれば習慣化
したと言ってよい。さらには、一人で取り
組むよりも、社会とつながりを持つことで
死亡率が減少することも証明されている。
非常に具体的な講義内容で参加者の反響が
大きかった。

新たな通いの場の開発として、介護予
防の重要性や通いの場の必要性、どの
ような効果が期待できるのか、地域課
題をまとめ住民からの声を届けてはみ
るが、なかなか理解が得られない状況
である。

通いの場は地域住民の理解が得
られにくい場面もあるなかで、
あらゆる方面に配慮して実施い
ただいていると思います。
地域への理解の浸透など、市で
も努めていく必要があると思っ
ております。

年度内に立ち上げた通いの場数
と参加者数

通いの場への専門職（リハ職
等）派遣（派遣回数と通いの場
の人数）

ボランティア等養成及び活動支
援

1 10

うち、他圏域との合同開催数

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業

通いの場のへの支援

認
知
症
総
合
支
援
事
業

認知症初期集中支援チーム
対象者把握票実施件数

認知症初期集中支援チームの発動に
までは行かずとも、対象者把握実績
データを材料にスムーズに支援につ
なぐことが第一歩と考える。前年度
に引き続き、認知症サポータ養成講
座を他圏域との合同開催が定着すれ
ば、よりクオリティーが高いものに
仕上がると思っている。

対象者把握票実施件数が3件であっ
た。この実績データを積み重ね支援体
制の強化に努めたい。11月には他圏
域と合同で認知症サポーターステップ
アップ講座の開催を予定している。認
知症カフェと同様に、これからもこの
活動を継続していきたいと考えてい
る。

今年度も第2包括と合同で実施を
予定されてます。
場所の確保難しいですが、開催
場所を第2圏域の場所で開催でき
ればいいと思います。認知症初期集中支援チーム発動

件数

介
護
予
防
拠
点
の

開
発

地域包括支援センターが関わり
のある通いの場の数と参加者数

今年度こそは、新たな通いの場づく
りに乗り出し展開していければと
思っている。同時に、立ち上げたい
という声があがれば、ニーズに応え
てサポートに回りたい。

引き続き、2層のコーディネーターと
協力して通いの場の数を増やしていき
たい。

2層コーディネーターとは連携し
て動いていただいていると思い
ます。

ボランティア等養成及び活動支
援

1 5

うち、他圏域との合同開催数

認知症カフェ（立上及び開催支
援）

認知症サポーターステップアッ
プ講座

1 10

うち、他圏域等との合同開催数

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応
した件数（計画の記載は不要）

任
意
事
業

家族介護教室

1 5

任意事業では、介護に関する知識を
高め、介護する人介護される人、双
方の負担を軽減する。また、介護者
同志が交流を図ることで、ひとりで
抱え込むことがなくなる。これから
も、このような地道な活動を続ける
ことで地域の課題に向き合っていき
たい。

家族介護教室では主菜は満足感を得ら
れるように濃い味付けで、副菜は薄味
で料理するとよいとアドバイスを受け
た。参加者から「それなら手軽に取り
入れられる」「実生活でも活用でき
る」といった声を聞くことができた。
認知症サポーター養成講座（ジュニ
ア）については課題が多く開催には
至っていない。

家族介護教室の栄養に関する講
座は、実際に食事を食べてもら
うことで、住民の意識向上につ
ながったと思います。
下半期の認知症見守り教室で
は、認知症の方を警察が保護し
た時に、警察や包括等がどのよ
うな動きを取り、住民の皆さん
にはどのようなことを求めるの
か等を学ぶ内容を予定してお
り、参加者の興味を引くテーマ
で教室の開催を今後も引き続き
お願いしたい。

出前講座等を含めた普及啓発
（家族介護教室）

認知症見守り教室

2 10

うち、他圏域等との合同開催数

認知症サポーター養成講座(ジュ
ニア)

1 10

うち、他圏域等との合同開催数

出前講座等を含めた普及啓発
（認知症見守り教室）

介護者家族交流会(立上及び開催
支援）

介護者家族健康相談

認知症サポーター養成講座(一
般)

資料１－③



●令和7年度当初の値 ●令和7年度のケアプラン総数

18 高齢化率

27 28.5

56

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

2 41 2 40 1 22

0 0 0 0

2 7 109 10 120 3 16

1 2 3

6 8 2

延べ
３

4 5 2

1 1 1 10 0 0

把
握
事
業

30 35 40 34

四つ葉教室や通いの場で実施し、高齢者
自身の介護予防意識が高まるよう努め、
下半期も啓発を継続する。

高齢者自身に自分の状態把握や変化に気
づく力を身に着けてもらうことも重要で
すので、引き続きチェックリスト等の実
施をお願いします。

6 60 10 262 8 160 4 109

10 972 1 6

0 0 0 0

7 66 8 70 1 12

3 15 23 221 11 218 2 23

0 0 1 10 0 0

6 281 0 0

16 213 17 220 8 93

1 5 2 20 1 7 1 23

10 0 10 4

2 0 2 0

1 5 0 0 1 5 0 0

1 9 1 10 0 0

0 0 0 0

6 288 6 250 0 0

0 0 0 0

2 58 1 30 1 34

0 0 0 0

4 85 2 50 1 5

2 300 1 15

1 5 0 0 1 5 0 0

4 3 1

6 105 3 60 3 37

0 0 0 0

0 0 1 10 1 38

0 0 0 0

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

1 1 0 0

門真市第４地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和7年度版）                 

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 ケアプラン作成数 直持ちプラン件数 委託プラン件数 委託率（％） 高齢者数／人口

7213人／25292人

介護支援専門員の数 令和8年3月 ／

主任介護支援専門員の人数 令和7年3月 216 31 185 85.6%

地
域

ケ
ア
会
議

個別地域ケア会議　延べ件数
（実件数）

包
括
的
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

事例検討会・研修会
（法定外研修含む）

2

リハ職派遣や元気はつらつ教室の活
用が進まない原因として、実際に体
験し理解する機会がないためと思わ
れ、前年度の研修や事例検討を踏ま
え、今年度も委託を通じてリハ職派
遣や元気はつらつ教室を活用する機
会をもって頂けるようにケアマネ
ジャーの後方支援を行う。
また、ケアマネジャーが困難と感じ
る内容を踏まえた事例検討を開催す
る。

上半期リハ職派遣7件中3件とはつらつ
教室は5件中2件を委託先ケアマネ
ジャーと進めた。事業活用の体験から理
解が深まるよう取り組み、下半期にはさ
らに件数が増えるようケアマネジャーへ
の提案と後方支援を行う。
またケアマネジャーが困難と感じる金銭
管理について、地域包括の事例をもとに
事例検討・研修会を開催し、下半期には
さらに深めた内容の開催を企画し、ケア
マネジャーのスキルアップにつながるよ
う取り組む。

ケアマネジャーに対して伴奏する形で丁
寧にリハ職同行訪問や元気はつらつ教室
を推進していただいている。その取り組
みで事業や介護予防ケアマネジメントの
理解を深めてもらえています。

また、事例検討会や研修会を計画的に開
催し、ケアマネジャーとのネットワーク
構築や支援を的確に行っていただいてい
ることが評価できます。
下半期には、金銭管理において社協の日
常生活自立支援事業や成年後見制度等の
利用できる制度を取り上げた研修会を予
定されており、ケアマネジャーのさらな
るマネジメントの向上につながる研修会
の開催を引き続きお願いいたします。

新たな課題抽出のためにも、圏域地
域ケア会議の参加者を見直し開催す
る。個別会議については、支援者へ
の個々の連携で支援が進むことが多
いが、支援者同士の連携作りを意識
し、開催判断を早期に行う。

地域の意見から防災について課題抽出で
きるようDIG（災害図上訓練）を企画し
ている。個別会議では早期に開催判断は
したが、課題や支援者が多岐にわたり開
催時期が難しく引き続き早期の判断と開
催準備に努める。

今後予定されてる防災についての圏域ケ
ア会議は、日ごろ意識しない内容のため
有意義なものになると思います。

個別ケア会議についても、必要に応じ開
催し、関係機関や地域の方に協力しても
らいケースの対応を行っていただいてい
る。
個別事例から把握した課題を積み重ねを
引き続き取り組んでいただきたい。

圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

ネットワーク会議（圏域地域ケ
ア会議以外の医療・関係機関等
との意見交換の場など））

元気はつらつ利用者数（直持
ち）

10

元気はつらつ利用者数（委託）

当該年度実績 自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標
上半期の活動内容のまとめと課題

(4月～8月分）
上半期実績に対する市の講評事業 事業の内容

門真市目標値 前年度実績 活動計画 上半期実績(4月～8月分）

市民が自主的に立ち上げを希望され
るよう、通いの場が立ち上がってい
ない四宮校区を中心に地域の集まり
などにこまめに出向き、日ごろから
の啓発などいわゆる種まきを行って
いく。活動中の通いの場にはリハビ
リ職派遣など様々な提案を行い活性
化を図る。

定期的かつ継続的に実施されていること
もあり、地域の方が友人等を連れて参加
するなど、新しい参加者が増えているこ
とは良いと思います。
今後も地域の方からの紹介などで、普段
教室に参加しないような方が増えること
を期待します。

出前講座を含めた普及啓発

うち、他圏域との合同開催数

基本チェックリスト実施件数

高齢者自身が昨年の結果と比較しフ
レイル予防等のきっかけに出来るよ
う継続した啓発を行なう。

介
護
予
防

普
及
啓
発
事
業

介護予防教室

毎月定例の四つ葉教室は、様々な通
いの場や関係機関に開催周知を行い
参加者の増加など活性化を図る。地
域の集まりの場などを把握しこまめ
に足を運び介護予防についての周知
を図る。

四つ葉教室の年間チラシを医療機関や公
的機関、通いの場、郵便局などに設置し
ていただき、総合相談などでも個別に周
知している。今年度に入って参加し始め
た方など25名前後の参加があり、引き
続き周知していく。老人会やまちかどデ
イハウスなどにも出向き教室等の開催を
広げていく。

半年ごとの体力測定が必須でなくなった
ことから、希望グループのみへの実施と
なっている。通いの場が活性化していく
よう、認知症サポーター養成講座やフォ
ローアップ講座、基本チェックリストと
介護予防説明などを計画的に行ってい
る。

体力測定が必須でなくなったことで各通
いの場への関わり方が変わりますので、
認サポの実施や生活支援コーディネー
ターとの連携など必要に応じて支援をお
願いしたい。また、介護予防とボラン
ティアをテーマとした介護予防教室の開
催を今後検討されているため、ボラン
ティア活動につながるよう、期待をして
おります。

年度内に立ち上げた通いの場数
と参加者数

通いの場への専門職（リハ職
等）派遣（派遣回数と通いの場
の人数）

ボランティア等養成及び活動支
援

1 10

うち、他圏域との合同開催数

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業

通いの場のへの支援

認
知
症
総
合
支
援
事
業

認知症初期集中支援チーム
対象者把握票実施件数

総合相談の早い段階でチーム対象者
か検討しいつでも発動できるよう全
職員に研修(伝達)を行う。
認知症サポーター養成とステップ
アップを計画的に開催できるよう複
数年度での計画する。他包括を参考
にしてステップアップ内容を検討す
る。第５包括との共同開催認知症見
守り教室から認知症カフェについて
も検討する。

初期集中支援チーム発動について総合相
談で関わった早期に検討している。総合
相談で支援助言する中で体制が整うこと
が多く発動には至っていない。
ステップアップ講座を計画的に行ってい
くため、講座内容の検討準備を行ってい
る。
認知症見守り教室からカフェへの展開に
ついては参加者の意向を聞きながら検討
する。

初期集中支援チームの対象となるかの検
討を早い段階で行っていることは助かり
ます。
発動しなかった場合、その理由の積み重
ねを行って、チームの在り方の検討を行
なうため、協力いただきたい。
見守り教室からカフェへの展開は、地域
の方の意識を「イベントに参加する」か
ら「主体的に活動に参加する」に変える
必要があるため、工夫が必要と思いま
す。
ボランティア等養成などを活用しながら
認知症カフェの立ち上げに引き続き取り
組みを進めていただきたい。

認知症初期集中支援チーム発動
件数

介
護
予
防
拠
点
の

開
発

地域包括支援センターが関わり
のある通いの場の数と参加者数

いきいき100歳体操以外の集まり
の場の把握を行い、出前講座や認知
症サポーター養成講座など会の活性
化や連携強化のための関わりを増や
していく。

通いの場が少ない四宮校区へも出前講座
などもしているが、広い圏域でもあり空
白地域に合致した関りがまだ行えていな
い。他地域では生活支援コーディネー
ターからの声掛け等とも連携し１か所立
ち上げが出来た。

通いの場がない四宮校区へのアプローチ
に向けて、一度ＳＣも含め、資源（使用
できる場所など）の洗い出しや地域への
声かけの方法など検討を行うことも検討
していただきたい。

ボランティア等養成及び活動支
援

1 5

うち、他圏域との合同開催数

認知症カフェ（立上及び開催支
援）

認知症サポーターステップアッ
プ講座

1 10

うち、他圏域等との合同開催数

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応
した件数（計画の記載は不要）

任
意
事
業

家族介護教室

1 5

ナーシングホーム智鳥を活用して、
第５包括との境界地区に集いの場が
少ないという地域課題を解消し、見
守りのある地域づくりに取り組む。
要介護認定後も支援に直ぐにつなが
らない場合等の介護者家族の健康や
経済的な相談にも対応していく。
対象者を再検討しジュニアへの認知
症サポーター養成講座の開催に取り
組む。

認知症委見守り教室を第５包括と共同開
催しているが、参加者に波があり定着に
は開催回数を重ねる必要がある。
認知症サポーター養成講座は通いの場の
活性化も目的として計画的に開催してい
る。こども園からの依頼で５歳児を対象
に開催した。様々な年代に開催できる工
夫をしていく必要がある。

こども園からの依頼で園児対象に認知症
サポーター養成講座の実施にご協力いた
だき助かりました。
今後、定期的に実施できるように聞いて
いるため、引き続き協力お願いします。
他圏域で小学校単位とは別に、地域の小
学生向けに認サポを実施しているため、
様々な年代に向けた認サポ実施に向けて
方法や内容などを検討いただきたい。

出前講座等を含めた普及啓発
（家族介護教室）

認知症見守り教室

2 10

うち、他圏域等との合同開催数

認知症サポーター養成講座(ジュ
ニア)

1 10

うち、他圏域等との合同開催数

出前講座等を含めた普及啓発
（認知症見守り教室）

介護者家族交流会(立上及び開催
支援）

介護者家族健康相談

認知症サポーター養成講座(一般)

資料資料１－④



●令和7年度当初の値 ●令和7年度のケアプラン総数

16 高齢化率

23 31.1

40

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

3 128 3 100 1 22

1 30 1 22

2 5 42 2 45 2 21

10 8 2

0 4 3

延べ
３

3 3 3

1 2 1 0 0

把
握
事

業 30 39 40 5

通いの場等で実施しフィードバックを丁
寧に行っている。後期も通いの場等で積
極的に実施する。

上半期は活動計画より少ない人数となっ
ているため、下半期に実施をお願いした
い。

6 60 13 223 14 240 6 94

2 36 3 44

0 0 0 0

57 538 50 500 16 243

3 15 8 91 8 95 3 43

1 7 1 10 1 20

0 0 0 0

17 183 18 190 19 202

1 5 2 24 1 15 1 12

10 0 10 2

2 0 2 0

1 5 6 133 6 150 2 55

1 11 1 20 0 0

0 0 0 0

50 206 50 200 24 76

0 0 0 0

1 21 1 25 1 15

0 0 0 0

2 43 3 60 1 5

0 0 0 0

1 5 0 0 1 5 0 0

0 1

2 22 1 10 1 11

0 0 0 0

0 0 1 10 0 0

0 0 0 0

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

5 5 0 0

門真市第 5地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和7年度版）                 

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 ケアプラン作成数 直持ちプラン件数 委託プラン件数 委託率（％） 高齢者数／人口

9213人／29641人

介護支援専門員の数 令和8年3月 ／

主任介護支援専門員の人数 令和7年3月 341 29 312 91.5%

当該年度実績 自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標
上半期の活動内容のまとめと課題

(4月～8月分）
上半期実績に対する市の講評事業 事業の内容

門真市目標値 前年度実績 活動計画 上半期実績(4月～8月分）

介
護
予
防

普
及
啓
発
事
業

介護予防教室

介護予防教室で認知症高齢者の増
加という課題を踏まえ認知症の早
期発見とMCIについて啓発を行い、
地域の課題や住民のニーズに沿っ
た内容も実施する。開催場所を増
やすことや参加者は自治会員のみ
という垣根を作らず多くの参加を
募れるよう自治会関係者に理解を
求めていく。

MCIについて理解と啓発に取り組み初め
て介護予防教室を開催した。認知機能、
手指の運動機能の得手,不得手を知り、普
段の生活の中で取り組めること等、予防
が重要であることも伝えられたと思われ
る。牧リハ病院のPTによるテレビ体操
を基にした運動指導を一集会所で開催し
ている。
新たな開催場所については、自治会館の
設備、環境等調査と圏域内マンション等
集合住宅にも集会所や自治会の有無等を
t調査していく。

個別地域ケア会議は多職種、事例に
よっては住民の参加により地域で解決
する問題として取り組む。圏域ケア会
議は地域にアウトリーチし地域ついて
住民と共に考える機会とする。

個別地域ケア会議はハラスメントの事
例、精神疾患のある方（保護観察・入院
中）の在宅復帰を目指し検討している。
圏域ケア会議は後期に開催予定である。

下半期には、地域に出向いての圏域ケア
会議を実施し、住民と地域課題の共有な
どを行っていただくことを期待してい
る。

圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

ネットワーク会議（圏域地域ケ
ア会議以外の医療・関係機関等
との意見交換の場など））

元気はつらつ利用者数（直持
ち）

10

元気はつらつ利用者数（委託）

地
域

ケ
ア
会
議

個別地域ケア会議　延べ件数
（実件数）

包
括
的
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

事例検討会・研修会
（法定外研修含む）

2

・居宅介護支援事業所に地域課題
（認知症、複合的課題を抱える世
帯の増加等）に即した事例の検討
会や難病疾患等について勉強会を
開催し介護支援専門員の抱える課
題の解決を目指す。ネットワーク
会議を開催し介護支援専門員同士
のつながり強化と他機関とのネッ
トワークを構築していく。
・リハビリ専門職と協働し高齢者
の状態に即したケアマネジメント
が実施できるようにし、高齢者が
元気を取り戻す支援を行う。

・居宅介護支援事業所との勉強会はパー
キンソン病罹患者の食と栄養についての
内容とした。ケアプランの立案、目標設
定等に食と栄養の視点から活かせるもの
と思われ、参加者には好評であった。
・はつらつについては卒業しセルフケア
へと移行できた方は1名、他サービス利
用を継続している方もいる。委託ケアプ
ランは増えたがやむなく中断したケース
もあり、利用者の状態像、卒業後の支援
も含めて課題は多い。

・ケアマネジャーのニーズにあった勉強
会の実施を行われたことは非常に評価で
き、引き続き地域の居宅介護支援事業所
と連携し、ネットワーク作りなどに繋げ
ていただきたい。
・はつらつ教室に関して、受け皿の少な
さが大きな課題になっており、利用者に
思うように案内できない状況であること
を保険者としても把握している。
訪問型も９月から開始したため、ケアマ
ネジャーへの周知啓発を含め、ご協力い
ただきたい。

各通いの場に均等に関われるようリハビ
リ専門職の参加で体力測定を計画的に実
施している。また２，３層コーディネー
ターの協力により、体操後に音楽レクリ
エーションを提供し、要望のあった通い
の場には新たな体操の情報提供を行って
いる。

地域包括支援センターが購入した体操の
DVDを地域の通いの場に貸し出しを
行っており、通いの場の体操へのモチ
ベーションの維持につなげている。
２・３層コーディネーターとの連携も
しっかりとれており、この調子で活動を
お願いしたい。

MCIという言葉が少しづつ浸透し、参加
者も興味を持って教室に参加いただけて
いるので、引き続き周知・啓発をお願い
したい。
また、牧リハビリテーション病院が地域
貢献としてPT２名を毎月１回通いの場
に派遣してくれており、通いの場の取組
内容に関するモチベーションが維持でき
ている。今後は可能な範囲でいくつかの
通いの場での実施ができなか、牧リハビ
リテーション病院と検討いただきたい。出前講座を含めた普及啓発

うち、他圏域との合同開催数

基本チェックリスト実施件数

相談業務、教室開催時チェックリストを
活用し必要時の介入やフレイル予防の啓
発を行う。

通いの場への専門職（リハ職
等）派遣（派遣回数と通いの場
の人数）

ボランティア等養成及び活動支
援

1 10

うち、他圏域との合同開催数

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業

通いの場のへの支援
各通いの場にはリハビリ専門職の
関与で体力測定を実施し参加者の
健康意識を高め、2層、３層コー
ディネーターと協力し、レクリ
エーションの提供等で通いの場継
続のための支援を行う。

・ステップアップ講座は９月に開催予定
である。
・認知症カフェは隔月開催し、カフェの
準備段階から住民ボランティアに参加し
ていただくようにした。スタッフの一員
として活動したいという声も上がるよう
になった。

認知症カフェに参加している住民ボラン
ティアに対する、地域包括支援センター
の丁寧な関わりにより、少しづつ主体性
を持って住民ボランティアとして活動を
始めていることが非常に評価できます。
認知症初期集中支援チームに関しては、
対象者の入院により医療につながる等、
発動には至っていないが、引き続き対象
者把握票を実施いただき、該当するケー
スの場合にはチームの発動をお願いした
い。

認知症初期集中支援チーム発動
件数

介
護
予
防
拠
点
の

開
発

地域包括支援センターが関わり
のある通いの場の数と参加者数

新たに通いの場の開設に向けて関
わり未開拓の自治会館の設備等調
査を行うとともに、薬局等の圏域
内店舗、介護保険等サービス事業
所にも働きかけ、新たな拠点つく
りに取り組む。

４月、通いの場が立ち上がった。介護
サービス利用の相談者がリーダーとして
の役割を担い継続できている。後期も新
たな場所で住民の方々へ包括の周知とな
るよう、介護予防教室等の単発の講座の
開催から始める。

地域包括支援センターに介護サービスの
相談をしていた方が、新たに通いの場を
立ち上げて、リーダーとして地域の役割
を持って活躍されている。
介護サービスの利用（歩行器）だけにと
どまらず、通いの場の立ち上げまでにつ
なげており、相談者の能力の見極めや動
機付け支援をしっかり行われた結果であ
ると思います。

ボランティア等養成及び活動支
援

1

認知症カフェ（立上及び開催支
援）

認知症サポーターステップアッ
プ講座

1 10

うち、他圏域等との合同開催数

年度内に立ち上げた通いの場数
と参加者数

認
知
症
総
合
支
援
事
業

認知症初期集中支援チーム
対象者把握票実施件数

5

うち、他圏域との合同開催数

任
意
事
業

家族介護教室

1 5

・れんかファームは認知症当事者
とその家族、地域住民とが畑作業
を通して交わり、認知症の理解と
介護する家族の支援や地域の見守
り体制を構築するため継続する。
・第４・５包括合同の見守り教
室、家族介護教室は、介護する家
族の精神的、技術的支援となる内
容とし、また介護者家族の会の立
ち上げに向けても支援を行う。

・圏域内団地の建て替えによる住
まいの移転に伴い認知症に関する
問題の増加が予測される。ステッ
プアップ講座の開催や認知症初期
集中支援事業等の事業の周知を重
点的に行う。
・認知症カフェの開催支援を行
い、住民が担い手として活動でき
るよう支援を続ける。

・れんかファーム、サロンは総合相談を
受けた方に情報提供しており、畑の作業
で役割を見出し活動性が高まる等、好事
例もあった。宿題カフェ参加児童にサ
ポーター養成講座を検討している。
・見守り教室合同開催では認知症と深く
関わる「聞こえ」についての勉強会、特
養等施設の勉強会と特養施設の見学を実
施している。

認知症サポーター（ジュニア）は圏域内
の宿題カフェに打診する予定で、下半期
での開催を期待している。
介護者家族交流会に関して、ピアカウン
セリングが重要であるという認識されて
いるため、介護経験者や現に介護してい
る家族のマッチングをされているため、
今後は交流会の立ち上げにつなげていた
だきたい。

出前講座等を含めた普及啓発
（家族介護教室）

認知症見守り教室

2 10

うち、他圏域等との合同開催数

認知症サポーター養成講座(ジュ
ニア)

1 10

うち、他圏域等との合同開催数

出前講座等を含めた普及啓発
（認知症見守り教室）

介護者家族交流会(立上及び開催
支援）

介護者家族健康相談

認知症サポーター養成講座(一
般)

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応
した件数（計画の記載は不要）
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